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１．エネルギー価格と地政学的論点

　エネルギー問題は中東情勢と切っても切れない

関係にある。もっとも、若い世代と話していると、

エネルギーを環境問題との関連で語る人が多い。

過去から現在にかけて化石燃料が日本経済をいか

に支えてきたか、化石燃料がどこから来ているの

か等への関心が薄らいでいると実感する。日本人

の経済と生活を支えているエネルギー、中東への

関心を今一度持ってほしいと願っている。

　本日は多くのニュースが続いている中東情勢に

ついて話したい。最初に関心が高いエネルギーに

ついて説明する。

　新型コロナウイルスの感染拡大を受けて、原油

価格は低迷している。エネルギー資源価格の決定

要因は幾つかあるが、金融要因を除けば、従来は

世界経済の行方、特に中国のエネルギー需要の伸

びが原油価格を語る際の主要な関心事であった。

それが、新型コロナウイルスによって、中国経済

がどの程度減速するのかを見なければならなくな

った。新型コロナウイルスの感染拡大は、中国の

みならず世界経済への波及が避けられない。とり

わけ輸送燃料であるガソリン、軽油への影響は大

きい。更に、天然ガスや石炭の需要にも影響する。
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